
東京都江戸東京博物館
 令和 2年 6月 13 日（土）～ 8月 3日（月）

新潟県立歴史博物館（新潟県長岡市）
 令和 2年 8月 22 日（土）～ 9月 27 日（日）

福島県立博物館（福島県会津若松市）
 令和 2年 10 月 10 日（土）～ 11 月 15 日（日）

一宮市博物館（愛知県一宮市）
 令和 2年 11 月 28 日（土）～ 12 月 27 日（日）

中津市歴史博物館（大分県中津市）
 令和 3年 1月 16 日（土）～ 2月 21 日（日）

 ※ 新型コロナウィルス感染症拡大の状況によって、
  　日程の変更等が生じる場合があります。
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富
士
市
伝
法
に
築
か
れ
た
４
基
の
古
墳

の
出
土
品
37
点
が
、
文
化
庁
主
催
の
企
画

展
『
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
２
０
２
０
』

に
出
品
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

同
展
は
そ
の
年
に
特
に
注
目
さ
れ
た
新

発
見
の
出
土
品
を
一
堂
に
集
め
、
全
国
を

巡
回
す
る
展
示
で
あ
り
、
今
年
は
東
京
、

新
潟
、
福
島
、
愛
知
、
大
分
の
全
国
５
ヵ

所
の
博
物
館
が
会
場
と
な
る
。

　

富
士
市
内
の
出
土
品
が
同
展
に
出
品
さ

れ
る
の
は
、
初
め
て
の
こ
と
。

　

伝で
ん

法ぼ
う

古
墳
群
と
は
、
伝
法
沢
川
東
岸
の

緩
や
か
な
斜
面
に
築
か
れ
た
６
～
７
世
紀

の
古
墳
の
総
称
だ
。
東
西
約
２
キ
ロ　
　

メ
ー
ト
ル

、
南

北
約
3.5
キ
ロ　
　

メ
ー
ト
ル

の
広
い
範
囲
に
、
80
基
以
上

の
古
墳
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
。
80
～
90
年
代
に
主
要
な
古
墳
の
発
掘

調
査
が
実
施
さ
れ
、
２
０
１
０
年
代
に
富

士
市
よ
り
相
次
い
で
報
告
書
が
刊
行
さ
れ

た
こ
と
で
、
富
士
山
南
麓
地
域
の
開
発
を

指
揮
し
た
歴
代
の
個
性
豊
か
な
首
長
た
ち

の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

ら
れ
な
か
っ
た
、
同
時
期
の
東
日
本
各
地

の
軍
事
的
指
導
者
た
ち
と
共
通
す
る
金
銅

装
馬
具
も
出
土
し
て
お
り
、
こ
の
地
域
の

首
長
が
近
畿
の
ヤ
マ
ト
政
権
か
ら
一
層
重

要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
東
平
第
１
号
墳
の
出
土
品
は
、

２
０
１
９
年
に
市
指
定
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
。

　

こ
の
古
墳
群
造
営
の
終
わ
り
に
当
た
る

７
世
紀
後
半
に
築
か
れ
た
西に
し

平
だ
い
ら

第
１
号

墳
か
ら
は
、
大
和
の
飛
鳥
宮
周
辺
の
工
房

で
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
方ほ
う

頭と
う

大た

刀ち

の
ほ
か
、
東
日
本
と
の
関
係
を
う
か
が
わ

せ
る
蕨わ

ら
び
て
と
う

手
刀
が
出
土
す
る
。
さ
ら
に
８
世

紀
の
銅
製
腰よ
う

帯た
い

具ぐ

が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し

た
こ
と
か
ら
、
駿す
る
が
の
く
に

河
国
富ふ

士じ

郡ぐ
ん

の
長
官
ク

ラ
ス
の
人
物
が
追
葬
さ
れ
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
伝
法
古
墳
群
の
範
囲
と
一
部
重

複
す
る
東
平
遺
跡
は
、
富
士
郡
の
役
所
跡

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
遺
跡
の
範
囲
内
に

は
８
世
紀
代
の
古
代
寺
院
で
あ
る
三み
っ

日か

市い
ち

廃
寺
も
あ
る
。
同
古
墳
群
の
出
土
品
は
、

古
墳
時
代
後
期
か
ら
飛
鳥
時
代
に
か
け
て

地
域
開
発
を
担
っ
た
新
興
の
地
域
首
長
た

ち
が
、
奈
良
時
代
に
郡
領
氏
族
（
高
官
を

務
め
る
氏
族
）
へ
と
成
長
を
遂
げ
て
い
く

歴
史
的
過
程
を
表
す
全
国
的
に
も
重
要
な

資
料
群
と
い
え
る
。

　

富
士
市
文
化
振
興
課
の
藤ふ
じ

村む
ら 

翔
し
ょ
う

主
査

（
36
）
は
「
富
士
市
内
の
出
土
品
が
全
国

の
大
き
な
博
物
館
を
巡
回
す
る
と
い
う
の

は
、
史
上
初
の
快
挙
。
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

流
行
の
た
め
県
外
へ
の
旅
行
は
慎
重
に
判

断
し
て
ほ
し
い
が
、
全
国
か
ら
熱
い
視
線

を
浴
び
て
い
る
富
士
市
の
出
土
品
に
エ
ー

ル
を
送
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。　

■
渡
来
人
と
の
関
わ
り
示
す
副
葬
品

　

最
初
に
注
目
さ
れ
る
古
墳
が
、
６
世
紀

後
半
に
築
か
れ
た
中な
か

原は
ら

第
４
号
墳
だ
。
直

径
約
11
㍍
の
小
型
円
墳
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
非
常
に
豊
富
な
武
器
や
馬
具
、
土
器

な
ど
と
共
に
、
東
日
本
で
は
極
め
て
珍
し

い
鍛か

冶じ

具ぐ

を
含
む
多
量
の
農
工
具
類
が
出

土
し
た
。
鍛
冶
具
な
ど
の
副ふ
く

葬そ
う

品ひ
ん

の
特
徴

か
ら
、
こ
の
古
墳
の
被
葬
者
は
渡
来
人
を

含
む
土
木
・
手
工
業
技
術
者
集
団
を
指
揮

し
、
富
士
山
の
山
林
や
旧
富
士
川
氾
濫
原

周
辺
の
低
地
開
発
を
推
進
し
た
武
人
的
首

長
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

中
原
第
４
号
墳
の
出
土
品
は
、
２
０
１
７

年
に
市
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
。
こ
の
後
も
、
古
墳
群
内
で
は
雁が
ん

木ぎ

玉だ
ま

と
鉄て
っ

鐸た
く

を
有
す
る
国く
に

久く

保ぼ

古
墳
の
よ
う

に
、
渡
来
人
と
の
関
わ
り
が
濃
厚
な
古
墳

が
６
世
紀
末
か
ら
７
世
紀
前
半
に
か
け
て

築
造
さ
れ
た
。

■
ヤ
マ
ト
政
権
と
の
つ
な
が
り
強
化

　

７
世
紀
中
頃
に
築
か
れ
た
の
が
、
東
ひ
が
し

平だ
い
ら

第
１
号
墳
だ
。
直
径
約
13
㍍
の
小
型

円
墳
な
が
ら
も
、
高こ
う

句く

麗り

系
の
儀
礼
的
な

武
器
と
み
ら
れ
る
丁て
い

字じ

形が
た

利り

器き

を
は
じ

め
、
豊
富
な
武
器
や
馬
具
か
ら
な
る
副
葬

品
が
注
目
さ
れ
る
。
東
平
第
１
号
墳
で
は
、

中
原
第
４
号
墳
の
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど
み
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埋
蔵
文
化
財
ニ
ュ
ー
ス

埋
蔵
文
化
財
ニ
ュ
ー
ス  

2020 年（令和 2 年）

6 月吉日 

富士市 市民部

文化振興課

富士市埋蔵文化財調査室

2020 年（令和 2 年）6 月吉日 埋蔵文化財ニュース

伝法古墳群の出土品、全国へ
『
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
２
０
２
０
』

東
京
な
ど
５
ヵ
所
を
巡
回
す
る
全
国
規
模
の
企
画
展

　　　伝法古墳群の範囲
　●　主な古墳

①東平 1号墳出土 壺鐙　②同 金銅製辻金具　③同 銀象嵌鍔

④同 丁字形利器　⑤西平 1号墳出土 方頭大刀　⑥同 蕨手刀

⑦国久保古墳出土 雁木玉　⑧中原 4号墳出土 工具類

③

②

①

④ 

⑦

⑤

⑧ 

⑥ 

展示品の移送を担当する（公財）元興寺文化財研究所の研究員

 （左）遺物に合わせて梱包ケースを作成する  （右）遺物の状態を確認し記録する


